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三
反
園
知
事
は
就
任
以

来
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の

分
野
に
お
い
て
、
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
支
援
事
業
に
、

　
三
反
園
知
事
は
、
指
宿
市
生

ま
れ
の
62
歳
。
１
９
８
０
年
早

稲
田
大
学
卒
業
後
、
テ
レ
ビ
朝

日
に
入
社
し
、
政
治
記
者
と
し

て
官
邸
、
自
民
党
、
各
省
庁
の

キ
ャ
ッ
プ
を
務
め
る
。
そ
の
後
、

「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の

政
治
担
当
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
、

政
治
、
政
局
の
解
説
に
あ
た
る
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
県

知
事
選
挙
は
、
６
月
25
日
告

示
、
７
月
12
日
投
・
開
票
が
行

わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
現
職

で
２
期
目
を
目
指
す
三
反
園
訓

氏（
62
）を
は
じ
め
８
人
が
立
候

補
の
意
向
を
表
明
、
乱
戦
模

様
を
呈
し
て
い
る
。
鹿
児
島

県
医
師
連
盟（
池
田

哉
委
員

長
、
７
０
０
人
）は
昨
年
11
月

26
日
に
開
い
た
連
盟
執
行
委
員

会
で
、
現
職
の
三
反
園
氏
に
対

す
る
出
馬
要
請
と
、
立
候
補
を

表
明
し
た
場
合
の
推
薦
を
決
議

し
て
い
た
。
12
月
県
議
会
で
の

正
式
な
立
候
補
表
明
を
受
け

て
、
12
月
20
日
池
田
委
員
長
が

三
反
園
知
事
に
推
薦
状
を
手
渡

し
た
。
推
薦
の
理
由
に
つ
い

て
、
池
田
委
員
長
は「
子
供
や

高
齢
者
へ
の
支
援
、
医
師
不
足

へ
の
対
応
な
ど
を
評
価
し
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
選
挙
に
三
反
園
氏
は

無
所
属
で
の
立
候
補
を
表
明
、

現
職
と
前
職
、
新
人
６
人
の
計

８
人
が
立
候
補
を
目
指
し
て
い

る
。

　
三
反
園
氏
は
、
２
０
１
６
年

の
前
回
選
挙
で
初
当
選
。
自
民

と
公
明
両
党
の
県
議
団
が
推
薦

し
た
当
時
の
現
職
伊
藤
祐
一
郎

氏（
72
）と
の
一
騎
打
ち
を
制
し

た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
の
中
で
の
選
挙
と
な
る

が
、
三
反
園
氏
は「
今
は
コ
ロ

ナ
に
全
力
で
対
応
す
る
の
が
役

目
」と
強
調
、
子
育
て
、
高
齢

者
支
援
や
、
観
光
、
農
業
の
振

興
に
引
き
続
き
取
り
組
む
考
え

を
示
し
て
い
る
。

今
年
度
も
過
去
最
大
規
模
の
予

算
を
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

子
育
て
支
援
に
お
い
て
は
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
未
就
学
児

を
対
象
と
し
た
医
療
機
関
等
に

お
け
る
窓
口
負
担
の
無
料
化

や
、
地
域
に
お
け
る
産
科
、
小

児
科
医
不
足
対
策
と
し
て
、
産

科
、
小
児
科
を
目
指
す
医
学
生

に
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
な
ど

様
々
な
施
策
を
打
ち
出
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

が
発
生
し
た
際
の
対
策
会
議

を
い
ち
早
く
設
置
す
る
な

ど
、
現
場
目
線
で
の
適
確
な

対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
極
め
て
重
要
な
こ
の
時

期
に
、
県
政
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
活
力
溢
れ
る

鹿
児
島
を
作
り
上
げ
て
い
け

る
の
は
、
三
反
園
知
事
し
か

い
な
い
と
信
じ
て
推
薦
い
た

し
ま
し
た
。
三
反
園
知
事
の

圧
倒
的
勝
利
を
目
指
し
て
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
６
年
の
県
知
事
選
挙
に

新
人
と
し
て
立
候
補
、
現
職
で

４
期
目
を
目
指
し
た
伊
藤
祐
一

郎
氏
を
破
っ
て
当
選
し
た
。

　
三
反
園
氏
は
当
選
後
、
子
育

て
支
援
と
高
齢
者
生
き
生
き
支

援
を
、
重
点
施
策
の
２
本
柱
と

し
て
取
り
組
み
、
毎
年
予
算
の

額
を
増
や
し
続
け
て
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
医
療
機
関
等
に
お
け

る
窓
口
負
担
の
無
料
化
を
実
現

し
た
。
ま
た
、
介
護
人
材
不

足
を
補
う
た
め
、
外
国
人
材

確
保
対
策
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
材
送
り
出

　
次
期
知
事
選
挙
に
は
、
現

職
の
三
反
園
訓
氏（
62
）、
新

人
で
元
鹿
児
島
大
学
特
任
助

教
の
有
川
博
幸
氏（
61
）、
新

人
で
前
九
州
経
済
産
業
局
長

８
人
が
立
候
補
か

の
塩
田
康
一
氏（
54
）、
前
知
事

の
伊
藤
祐
一
郎
氏（
72
）、
新
人

で
元
岩
手
大
学
教
授
の
八
木
一

正
氏（
70
）、
新
人
で
医
師
の
横

山
富
美
子
氏（
73
）、
新
人
で
元

民
放
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
青
木

隆
子
氏（
57
）、
元
高
校
教
諭

の
武
田
信
弘
氏（
66
）の
８
人

が
立
候
補
を
表
明
し
て
お

り
、全
員
が
立
候
補
す
れ
ば
、

戦
後
最
多
と
な
る
。

（
６
月
19
日
現
在
）

し
機
関
と
県
内
監
理
団
体
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進

し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
農
業
で
は
輸
出
に
力
を
入

れ
、
環
太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）な
ど
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

子
育
て
支
援
な
ど
評
価

医
療
・
福
祉
・
介
護
を
重
点
に

知事候補に現職の三反園氏推薦

　「
生
ま
れ
て
き
て
よ

か
っ
た
・
住
ん
で
よ

か
っ
た
」そ
う
思
え
る

鹿
児
島
を
創
り
た
い
！

「
け
死
ん
か
ぎ
い
」取
り

組
み
ま
す
！

①�「
子
育
て
支
援
」と

「
高
齢
者
の
生
き
生

き
支
援
」が
私
の
２

大
看
板

　
子
育
て
が
し
や
す
く

な
っ
た
と
感
じ
る
人
の

割
合
が
就
任
前
に
比
べ

約
３
倍
に
増
加
し
ま
し

た②�「
農
林
水
産
業
」と

「
観
光
」の
発
展
な
く

て
未
来
は
な
し

　
鹿
児
島
の
未
来
を
担

う
２
大
産
業
の
今
の
厳

し
い
状
況
を
打
破
し
、

鹿
児
島
の
未
来
を
築
き

ま
す

③�「
県
民
が
主
役
の
県

政
」を
貫
き
ま
す

　
県
民
に
寄
り
添
い
、

県
民
と
と
も
に
歩
む
県

政
を
貫
き
ま
す

④�

人
に
優
し
く
、
人
が

輝
く
、
鹿
児
島
を
築

き
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
が
も
っ

と
幸
せ
を
実
感
で
き
る

鹿
児
島
を
築
き
ま
す

三反園氏のキャッチフレーズ

活
力
溢
れ
る
鹿
児
島
を

県
医
師
連
盟
委
員
長
　
池
田

哉

え
、
国
ご
と
に
定
め
た
輸
出
戦

略
を
促
進
し
た
。「
高
く
売
っ

て
生
産
量
、
所
得
を
あ
げ
、
後

継
者
を
育
て
る
。
こ
の
好
循
環

で
農
業
を
元
気
に
し
た
い
」と

意
欲
的
に
語
る
。

　
前
回
の
知
事
選
で
掲
げ
た

「
脱
原
発
」に
つ
い
て
は
、「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

し
、
原
発
に
頼
ら
な
い
社
会
を

つ
く
る
の
が
、
私
の
脱
原
発
。

原
発
が
今
そ
こ
に
あ
り
、
安
心

で
安
全
な
防
災
対
策
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
強
調
し

て
い
る
。

　
三
反
園
知
事
は「
元
気
な
鹿

児
島
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

掲
げ
て
、
精
力
的
に
鹿
児
島
県

の
浮
揚
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
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が
入
国
制
限
措
置
や
都
市
封
鎖
、
入

国
後
の
行
動
制
限
措
置
な
ど
を
取
る

中
、
わ
が
国
で
も
入
国
拒
否
や
検
疫

強
化
の
対
象
地
域
を
拡
大
す
る
な
ど

水
際
で
の
抑
え
込
み
に
全
力
を
尽
く

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
の
自
粛
や
一
斉
休
校
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
啓
発
、
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」

（
換
気
が
悪
い
密
閉
空
間
、
多
く
の

人
が
密
集
す
る
場
所
、
近
距
離
で
の

密
接
し
た
会
話
）
を
避
け
る
と
い
っ

た
対
策
を
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
で
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
内
で

の
複
数
地
域
で
感
染
経
路
が
明
ら
か

で
は
な
い
症
例
が
発
生
し
て
お
り
、

一
部
地
域
で
は
小
規
模
ク
ラ
ス
タ
ー

が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
感

染
者
が
増
え
、
四
月
七
日
の
緊
急
事

態
宣
言
に
至
り
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
は
、
三
月
十
三
日

に
成
立
し
た
改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
り
可

能
に
な
っ
た
措
置
で
す
。
総
理
大
臣

が
発
令
し
、
都
道
府
県
知
事
が
外
出

の
自
粛
や
学
校
の
休
校
な
ど
の
要
請

や
指
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
は
私
権
の
制
限
も
伴

う
た
め
、
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
国
民
の
命
を
守
る
法
的
基

盤
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
厚
生
労
働
省
で

は
、
特
定
健
診
等
に
つ
い
て
も
地
域

の
感
染
状
況
を
考
慮
し
て
実
施
の
必

要
性
を
改
め
て
検
討
す
る
よ
う
保
健

者
等
に
注
意
喚
起
す
る
こ
と
や
、
感

染
を
疑
わ
れ
る
人
が
自
宅
療
養
す
る

際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
軽
症
患

者
へ
の
医
療
提
供
体
制
な
ど
、
さ
ら

に
医
療
関
係
者
の
先
生
方
の
お
力
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て

感
染
拡
大
防
止
策
の
推
進
と
同
時

に
、
感
染
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

時
の
医
療
需
要
に
応
え
ら
れ
る
入

院
・
外
来
医
療
提
供
体
制
の
確
保

や
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
保
健
所
、

医
師
会
等
の
連
携
体
制
構
築
、
医
療

物
資
の
確
保
お
よ
び
配
分
な
ど
も
急

務
で
す
。
そ
の
際
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
の
患
者
だ

け
で
は
な

く
、
他
の
疾

患
等
を
も
つ

患
者
へ
の
対

応
も
勘
案
し

て
地
域
医
療

提
供
体
制
全

体
で
検
討
し

て
い
く
必
要

が
あ
り
ま

す
。三

月
二
十

四
日
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
に
関
す
る
医
療
関
係
団

体
及
び
厚
生
労
働
省
に
よ
る
協
議

会
」
を
開
催
し
、
日
本
医
師
会
を
は

じ
め
十
九
の
医
療
関
係
団
体
と
意
見

交
換
を
行
い
、
情
報
共
有
な
ど
緊
密

な
連
携
を
行
っ
て
い
く
こ
と
等
を
確

認
し
ま
し
た
。三
月
二
十
五
日
に
は
、

国
と
都
道
府
県
が
一
体
と
な
っ
て
強

力
に
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
全
国
知
事
会
と
厚
生
労
働
省
と
の

意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
受

け
て
全
国
の
都

道
府
県
で
、
基

礎
自
治
体
の
首

長
と
医
療
関
係

団
体
と
の
協
議

会
を
精
力
的
に

開
催
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
四
月

十
五
日
に
は
厚

生
労
働
省
の
対

策
推
進
本
部
か

ら
都
道
府
県
、
保
健
所
設
置
市
、
特

別
区
の
衛
生
主
管
部
宛
に
事
務
連
絡

を
発
出
し
、
行
政
が
行
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
能
を
地
域
の
医
師
会
等
に
委
託

で
き
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
ま
し
た

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。
す
で
に
い
く

つ
か
の
都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区

医
師
会
で
は
行
政
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を

担
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
下
さ
っ
て

い
る
医
師
会
も
多
く
、
本
当
に
頼
も

し
く
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
も
全
力
で
対
策
に
臨
ん

で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
規
模
で
拡
大
す
る

中
、
わ
が
国
で
も
四
月
七
日
に
安
倍

晋
三
総
理
大
臣
が
緊
急
事
態
宣
言
を

発
令
し
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い

ま
す
。
日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い
状
況
の

な
か
で
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
献
身
的
に
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
ま

す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
前
号
か
ら
の
続
報
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
お
伝
え
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
号
」
対
応
に
つ
い
て

二
月
三
日
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
が

横
浜
港
に
入
港
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
検
疫
法
に
基
づ
き
錨
地
検
疫
を

開
始
し
、
積
極
的
な
疫
学
調
査
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
始
め
ま
し
た
が
、
複
数

名
の
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
全

乗
客
へ
の
船
内
個
室
管
理
を
要
請
し

ま
し
た
。

二
月
十
日
か
ら
は
、
現
場
で
の
指

揮
に
当
た
る
た
め
、
橋
本
岳
副
大
臣

と
と
も
に
ク
ル
ー
ズ
船
内
で
の
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
先
生
方

に
は
、
二
月
十
四
〜
二
十
日
の
間
、

約
三
千
七
百
名
の
乗
員
・
乗
客
に
対

し
、
下
船
に
向
け
て
の
要
件
と
な
っ

た
医
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
問

診
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
体
採
取
は
自
衛
隊
の

医
官
や
衛
生
部
隊
の
皆
さ
ま
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
当
初
よ
り
乗
船
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
陽
性
者

や
、
感
染
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
急
病
な

ど
で
下
船
す
る
乗

客
・
乗
員
の
対
応

を
、日
赤
チ
ー
ム
は
、

船
内
の
発
熱
以
外
の

疾
患
対
応
を
、
日
本

薬
剤
師
会
、
日
本
病

院
薬
剤
師
会
、
日
本

医
薬
品
卸
売
業
連
合

会
は
、
乗
客
の
常
備

薬
対
応
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｔ
の
先
生
方
に

は
、
不
眠
や
不
安
の
訴
え
の
ほ
か
、

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
な
ど
緊

急
の
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
本
当
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。加
え
て
感
染
症
の
専
門
家
に
は
、

武
漢
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
帰
国
し

て
以
降
、
助
言
や
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
船

内
船
外
に
お
い
て
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
く
に
国
立
感
染
症
研
究

所
、
日
本
感
染
症
学
会
・
日
本
環
境

感
染
学
会
（
岩
手
医
科
大
学
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
、
東
京
医
療
保
健

大
学
、
長
崎
大
学
、
東
邦
大
学
他
）、

国
際
医
療
福
祉
大
学
、
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
専
門
家
の
先

生
方
に
は
継
続
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
衛
隊
の
皆
さ
ま
に
も
物
資

の
運
搬
や
搬
送
等
で
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
た
。

三
月
一
日
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス
号
の
船
長
を
含
め
た
乗
員

の
下
船
も
完
了
し
、
私
や
橋
本
副
大

臣
も
含
む
厚
生
労
働
省
職
員
も
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
陰
性
を
確
認
し
、
十
四
日

間
の
健
康
観
察
期
間
も
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
刻
々
と
事
態

が
変
わ
る
な
か
で
の
過
酷
な
現
場
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
乗
客
・
乗
員
・
関
係
者
、

す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

国
内
対
応
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
世
界
各
国

「ダイヤモンド・プリンセス号」での活動が無事終わり、
下船前に撮影。ご尽力賜ったすべての皆さまに感謝
の気持ちで一杯です

4月4日、藤田医科大学岡崎医療センターの開院式でテープ
カットをさせていただきました。同センターには、開院
を延期して2月から「ダイヤモンド・プリンセス号」の
患者を受け入れていただき、深く感謝申し上げます

3月26日参議院予算委員会にて、新型コロナウイルス感染
症について、妊婦の不安解消に向けた対応等について答
弁しました

3月25日、「新型コロナウイルス感染症に関する全国知事会
と厚生労働省との意見交換会」を開催しました

行政検査を行う機関である地域外来・
検査センターの都道府県医師会・郡市
区医師会等への運営委託等について


